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待ちに待ったWBC（野球世界大会）を、１月に購入したヨギボー（編集者注：アメリカで誕生したビーズソファ

のブランド）に座って観戦し、侍ジャパンの活躍にこころおどる日々が続きました。
また、大阪で行われた阪神タイガースとの壮行試合には、運良くチケットが当た
って友人と観にいったところ、なんと大谷翔平のホームラン２発を生で見ること
もできました！そして終わってみれば、決勝戦でアメリカを接戦で制して見事に
優勝と、感動しまくりの３月でした。 
また、３月はもうひとつ、一大イベントがありました。４年ぶりの開催となる

周年記念シンポジウムです。とよなか国際交流協会職員の三木幸美さんの基調講
演、木之本町千田前民生委員の本田修さん・NPO法人BRAH＝art．理事長の岩
原勇気さん・美濃部の３人によるパネルディスカッションで、「多様性のまちづ
くり」について深め合うことができました。「多様性」を言葉だけで終わらない
ようにするためには生半可な意識では難しいと感じましたが、だからこそ、いろ
いろな立場の方々とかかわりを持ち、お互いを理解しようとする気持ちをそれぞ
れが持ち続けることが重要と思いました。この気持ちを胸に、障害問題に限らず、
あらゆるマイノリティー（少数派）の問題や、人と人とをつなぐコネクター活動に取り組もうと思いを新た
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にしました。コロナ禍でできなかった、久しぶりの大型イベントを終えての達成感は、とてもすがすがしい
ものとなりました。 

 
さて、ここ最近、言語障害について考えることがあります。自立生活センターと言えば「当事者主権」・

「指示介助」ですが、それが容易にできるのは、弁が立つ人や論理的に話せる人ではないかと思うことがあ
ります。いわば、障害者の中でも「できる人間」に絞られてしまう気もします。よく「CＩLのヘルパーは、
当事者の言うことさえやっていればいいから、誰でもできる」と耳にします。私も、そのようなことを言っ
てきた側です。もちろん、原理原則的に言うと間違ってはいないかもしれません。でも、それですべてがう
まくいくかというと、必ずしもそうではない気がします。言語障害や知的障害、精神障害がある人には、指
示介助だけでは限界を感じることがあるのではないかと思うようになりました。 
実際、私も脳性麻痺の言語障害者ですが、年を取れば取るほど発語に体力を費やすようになり、指示介助

だけで生活を送ることにしんどさを感じることが出てきました。でも「だから、指示介助はどうでもいい」
とは思いません。むしろ、こういう時に指示介助の真価が問われる気がするのです。「指示介助」、それは私
の中で、「どこまでも利用者と向き合うこと」が前提となるポイントだと考えています。利用者から発する
すべてのシグナルが「指示」となりえるからです。言葉だけではなく、目線・表情・汗・筋緊張など、ほと
んどが「指示」となりえます。だから、利用者に注目していないと、その「指示」を見過ごしてしまいます。
そして、その「指示」に気づけたとしても、その受け取りが間違っている場合があります。 
その時に大切なポイントが「確認すること」だと思います。「確認すること」さえ怠らなければ、利用者

の思いに反する介助にはなりえないはずです。仮に、間違った受け取りだったとしても、訂正してもらうこ
とが可能だし、「主導権はあなたですよ」というお互いの意識づけにもなります。 
「どこまでも利用者と向き合うこと」と「確認すること」、言語障害などにより指示がうまく出せなかっ

たとしても、その２つを怠らなければ「当事者主権」は成り立つはずです。言葉では簡単ですが、ヘルパー
として長く働けば働くほど（慣れれば慣れるほど）、襟を正して実践するのは難しい。これこそ、「専門性」
ではないかと思う今日この頃です。 
そのような「専門性」の追求を、だんないとして襟を正しながら取り組んでいきたい。ヨギボーに座りな

がら、こんなことを考え、思いを改めていた次第です。私自身、数少ない言語障害を持つ「CＩL の代表」
として、今まで続けてさせてもらえたことに感謝と自覚を
持ちつつ、その重みについて、これからもボヤキ続けてい
きたいです。この度は長々とすみませんでした(笑) 

 
ところで、先月、初の「だんないビール部」を立て続け

に２回も開催しました！「今日も一日お疲れ生！」で乾杯
しました。今から３回目が待ち遠しいです！ 

 
美濃部 裕道（みのべ ひろみち） 
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大学生になって 

山本 陸（やまもと りく）  

1. 友人関係 
   高校時代と大学生との違い、高校では手伝ってもらいましたが少し無理をさせている場面があると
いう感じがありました。大学では手伝える所はフォローしていただき出来ない場面は、はっきりと言っても
らえるので僕自身も手伝ってもらえる所がわかりやすくなりました。 
これが付き合い方の違いでした。 
 
2. 高校と大学でのサポート 
   高校の時、学校側では勉強面や生活のサポートをしてもらう事が難しくそこで「CILだんない」とい
う所がサポートをしてくれていました。 
  大学では、先生や支援の方が授業や生活面をサポートしてもらいながら大学生活をおくっています。 
 
3. 高校から大学に入ってからの変化 
   高校生から物事を決める前に他の人に相談した時、返された答えをそのまま受け取ってしまい自分
で考えを言えなくなっていた。 
でも大学生になって自分で考える力を身につけて意見をしっかり伝える事が出来、そこから自信を持って
発言が出来るようになりました。 
 
大学生活が厳しくても４年後に就職を目指して苦手なことにチャレンジし経験を積んでいきたいと思いま
す。 
 

 

 

 

だんないのヘルパーとして私が思うこと 

福井 千尋（ふくい ちひろ）  

今年の３月４日、だんない 12周年記念シンポジウムが開催されました。今回 4年振りということで、私
はシンポジウム初体験でした。当日まで少し緊張していたのですが、終わったあとは「楽しかった！」とい
う気持ちと達成感でいっぱいになりました。講師の方々のお話を聞き、たくさんの方に来ていただけて、と
ても充実した1日でした。次回のシンポジウムでは、今回担当した役割（受付や司会など）を変えてみても
面白そうですね、と美濃部さんとお話しました。それも良い経験になると思います。 

職員リレートーク 



 

4 
 

 
そして、私がだんないに入って、もうすぐ丸３年が経とうとしています。 

入った当初はコロナ禍だったこともあり、生活介助が多かったのですが、一昨年からはそれに加え、社会部
の一員として会議や裁判傍聴、研修に講座と色々な場所に同行するようになりました。どのような姿勢を取
ると良いのか戸惑うことも多々ありますが、日々様々な場面で色々なことを考え、学ばせていただく機会に
なっています。 
最近は仕事に慣れてきた今だからこそ、より襟を正し、介助に取り組むことが自分自身の課題だと思うよう
になりました。 
指示介助の原則を大事に、指示を貰っている時もそうでない時も、介助行為の際は確認や声かけ、自分の動
作を口に出してから行う。利用者さんのその日のテンションに合わせて、生活のリズムを乱さないよう気を
付ける。外出同行の際は車移動が多いのですが、目的地までのルートも（たとえ行き慣れた場所でも）毎回
確認を取ってから動く。どれも当たり前のことですが、日頃から意識していないと、つい忘れてしまったり、
怠ったりしてしまう部分です。こうしたことが事故や思い込みを防止するだけでなく、当事者に主導権を持
ち続けて貰うために大事なことだと感じます。たとえ状況的に指示を貰うことが難しい時も、主導権を奪わ
ない関り方を考えながら介助にあたりたいです。 
 
介助に入っている時間は、私にとっては仕事ですが、利用者さんにとっては自分の生活や活動の時間です。

だんないで長い時間を共に過ごさせていただくからこそ、気の置けない友達のような距離感ではなく、介助
を通して良い関係を築いていけるよう、自戒の念を持ち続けたいです。 
今後もだんないのヘルパーとして働いている限り、基本を怠らない介助を続けていこうと思います。 
 

ヘルパー七年をへて 

佐藤 保夫（さとう やすお）  

「湖北の障害者の、困っている人の力になっていきたい。」 
 美濃部さんのそんな想いを聞いたのは、七年前にだんないに勤めてしばらくしてからのことでした。 
「CILをやっていこう思ったら、都市部でならヘルパーも集まりやすいし、交通の便もいいし、何かとやり
やすい。 
でも、あえて、不便な湖北の木之本に、根を張っていきたいんです。」 
条件が悪いからこそ、それで困っている人がいるからこそ、必要なんだという熱い思い。 
 美濃部さんの気持ちの奥には強いものが流れているんだなあ、とその時感心したことが、今でも印象に残
っています。 
 
 あれから七年。 
 中ではいろいろなことありました。 
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こうした事業をやっていくのに、例えば内部での対立や、ごちゃごちゃ
．．．．．．

やもめごとに対して、障害当事者は
どのように対処していくのだろう。 
何か独特なものがあるんだろうか。 
私の関心のひとつは、そこにありました。 
 確かにいろいろな切り口を勉強させてもらいました。 
 でも、全体的に思うことは、ああ、自分がたどってきたものと同じなんだなあ…、ということ。 
 激しい意見の対立があり、気持ちのずれがあり、意固地さも幼さもあり。 
迷いとまどい、思い悩み、失敗を重ね、繰り返し、そしてその中から立ち上がるしかないというのは、みん
なみんな同じなんだなあ、ということ。 
 そんな当たり前の道をだんないもたどってきたのだと思います。 
 
 ひと頃に比べると、だんないは当事者職員数もうんと減りましたし、ヘルパー数も少なくなりました。 
今は、ぐっとスリムになりました。 
基盤だけでなく、雰囲気さえもスリムになったように思います。 
 そんな中、美濃部さんは言います。 
「本当にやりたいと思っていたことが、今、やれているんです。」 
 やりたかったこと。 
 湖北の困っている人達の手助けになれること。 
 だんないがその港になれること。 
 確かに、今のだんないは、湖北のいろんなところと繋がって、地道に関係を作り上げようと努力している
ように見えます。 
そしてそれは「障害者」という枠を超えて、共生社会を目指し、多様性を認め合おうとするとてつもなく大
きな方向に向かって。 
しかも、華やかに、派手にではなく、確実に堅実に、というところに私は好感が持てるのです。 
 
 具体的な事例をひとつだけ。 
 様々な事業所を利用しながら生活を組み立てている、外部の方がいます。 
だんないからもヘルパーが入っています。 
 その方がコロナに感染しました。 
事業所が利用できなくなりました。 
でも、何らかの支えがないとその方の生活は成り立ちません。 
 そんな中、だんないはヘルパーの派遣の継続を決めました。 
実際に入るヘルパーにも、何かと負担は大きかったと思います。 
加えて、「それでもヘルパーを送るんだ。」という判断。 
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この、事業所のトップの決断がなければ、これはできなかったことです。 
 こうした強い気持ち、記憶に残しておきたいと思います。 
 ケースのひとつひとつを通して、いろんな人、様々な部署、たくさんの機関と関わりながら、湖北全体の
基盤を底上げしていくこと。 
だんないの目標はそこにある、と私は理解しています。 
 
 私は、年を取り、体力の衰えも感じ、ヘルパーが少ない時にお手伝いをさせて頂く程度の関りとなってし
まいました。 
でも、だんないでヘルパーをさせてもらうということは、だんないのそうした想いの実現を支えることなん
だ、と。 
そのことを自分の仕事の「芯」にしたいと思っています。 
 
 
 最後に、ひとつだけ、これは。 
 草が伸びてきているのを目にしたら、「草引いとこう。」と思う気持ち。これ、大事ですよね。 
誰かがしてくれるだろう、ではなく、これも自分の仕事なんだと思える気持ち。大事ですよね。 
 大谷選手も言っています。 
「ゴミを拾うことは、福を拾うこと。」 
大谷選手は、こうやって自分の気持ちにエンジンかけていると思うのです。 
自分が行動に移せるように。 
 草引きだけでなく、いろんなことに目を配る。 
気持ちにエンジンかけておいて、「自分のこと」として動けること。 
決して誰かが、ではなく。自分が。 
 そういうこと、仕事の上で、とても大切ですよね。 
 

 

 

 

 

1月5日 書初め大会 

10日 啓発活動 ㏌ 大津駅 

スーパーフットボールSHIGAインクルーシブフットボール会議会議 ㏌ 県庁 

11日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 事務局会議 

 だんないの道発行 

13日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 当事者事務局会議 

14日 統括所見研修 

16日 職員研修 ボディーメカニクス研修 

活動報告 
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Rさん会議 

17日 企画会議 

19日 富永小学校ボッチャ講演会 

20日 生き生きサロン 

21日 みんなでつくるスナック○ 

２４日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 発達障害者支援部会 

２５日 障大連虐待防止研究会 

２６日 滋賀県ユニバーサルデザイン推進検討分科会 

３０日 社会環境部会 

２月１日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 事務局会議 

 ピアカン inはたくら 

２日 大原小学校講演 

３日 長浜氏地域連携ネットワーク会議 

７日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 重介護部会事務局会議 

８日 ライフステージ部会 

９日 障害者就労定着推進報告会 

１０日 スーパーフットボールSHIGAインクルーシブフットボール会議（オンライン） 

１１日 『発達に支援を要する子の働くことや自立のために「今」一緒にできること』 

研修会 

１３日 生活の充実部会 

１４日 企画会議 

 啓発活動（膳所駅） 

１５日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 運営委員会 

１６日 長浜市地域福祉活動計画会議 

 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 重介護医療ケア検討部会 

１７日 いきいきサロン 

 長浜市障害福祉会議傍聴 

２０日 元気マンサロン 

２１日 しゃべり場 

２２日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 発達障害者支援部会 

２４日 長浜市ヒアリング 

２５日 みんなでつくるスナック○ 

２６日 リュートスターオンライン会議 

２７日 スーパーフットボールSHIGAインクルーシブフットボール会議 in県庁 

２８日 障害者芸術文化活動支援センター協力委員会 

 長浜市地域福祉計画推進委員会 

３月１日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 事務局会議 

２日 意思決定支援研修 

３日 長浜市成年後見・権利擁護関係者協議会 

 ピアピア 

４日 だんない１２周年記念シンポジウム 
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１０日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 当事者サポーター推進分科会 

 放課後児童デイサービス連絡協議会 

１１日 ぽてとファーム評議委員会 

 みんなでつくるスナック○ 

１３日 米原市権利擁護センター運営委員会 

１４日 企画会議 

 啓発活動（近江八幡） 

１６日 滋賀県ユニバーサルデザイン推進検討分科会 

１７日 生き生きサロン 

１９日 スーパーフットボールSHIGAインクルーシブフットボール 

２０日 元気マンサロン 

 滋賀県手話言語や情報コミュニケーションに関する条例検討専門部会傍聴 

２２日 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 発達障害者支援部会 

２３日 ぽてとファーム地域交流事業 

２４日 滋賀県旧優生保護法情報公開請求訴訟裁判傍聴 

 長浜米原しょうがい者自立支援協議会 全体会議 

２５日 「ボッチャ」街づくり企画 

 ～学校の「あたりまえ」を問い直す～研修会 

２７日 滋賀県共生社会づくり委員会 

 「地域福祉の新たな視点」プロジェクト 

２８日 長浜市社会福祉協議会評議員会 

３０日 ネイルサロン 

 

 

�����4月1日 木之本町黒田の河川敷でお花見をしました����� 
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ちょこっと 紹介
しょうかい

！ だんないブログ。 
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ホームページをリニューアルしました！ 

 

 
 

cil-dannai.jp 

 
 写真を多くするなど、活動内容が伝わりやすくなるよう工夫しました。 

 スマホ・タブレットにも対応しています。 

 「だんないの道」電子版（PDF）も掲載しています。 

ぜひご覧ください 
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挿絵・題字 五十嵐 美里（いがらし みさと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NPO 法人CIL だんない    〒529-0423 

代表 美濃部裕道 副代表 中川佑希     滋賀県長浜市木之本町千田６８１番４ 

理事 谷口健人、前田貴行、横山卓馬   TEL ： ０７４９－５０－３６３９ 

URL：cil-dannai.jp   FAX ： ０７４９－５０－３９６１ 

E-mail： info@cil-dannai.jp 

郵便振替口座番号：ゆうちょ銀行木之本支店 00940-2-209115  

加入者名    ：NPO 法人CILだんない 

編集後記 

 今号もお読みいただき、ありがとうございました。 

いよいよ新年度が始まりました。今年度も精力的に活動していきたいです。 

私事なのですが、2018年の 4月からアパートでの自立生活を始めて、5周年になりま

した。5年って、長いようで、でもあっという間だったなぁという感じもします。 

 ある夜、アパートで音楽を聴いていて、BUMP OF CHICKENの「アカシア」とい

う曲が流れてきました。「透明よりも綺麗なあの輝きを確かめにいこう／そうやって始

まったんだよ たまに忘れるほど強い理由」という歌い出しで始まるその曲を聴いて

いると、なんだか僕には、地域で介助を受けながら自立生活をする障害当事者と、介

助者のことを歌った曲のように聴こえて、僕が憧れる先輩当事者と、その介助者、い

くつものカッコいい姿が頭に浮かびました。そして、繰り返し聴いていると、なんだ

かこれは、自分の中のもう一人の自分が、自分のために歌っているような曲でもある

し、身近で、あるいは離れた場所でも、目的を同じく活動している障害当事者仲間の

ために歌われている曲でもあるように思いました。紙面上で曲を流せないのがもどか

しい…というか、この曲を表現する文章力がない自分がもどかしい！のですが、もし

共感してくださる方がおられましたら、ぜひ谷口までご連絡ください。一緒にBUMP 

OF CHICKENのライブに行きましょう！（谷口） 
 
 


